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Q：広域特別支援連携協議会とは？ 

 特別な支援を必要とする子どもやその保護者のため

に、教育、医療、保健、福祉等に関わる機関によって結

成された会で、平成１７年度から毎年２回、これまで４

回話合いを行いました。出雲教育事務所管内では出雲

市、雲南市、奥出雲町、飯南町、斐川町の５市町の教育

委員会単位でも特別支援教育の協議会や推進委員会を設

置し、地域で気軽に巡回相談などが受けられたり、先生

方に必要な研修が受けられたりするような体制づくりを

進めているところです。 

Q:誰がメンバーなのですか？ 

 出雲教育事務所管内の保護者２名、教育委員会５名、各

市町の保育所、幼稚園、小・中学校から５名、保健所１

名、発達障害者支援センター１名、島根大学医学部１名、

島根看護短期大学１名、養護学校１名、事務局４名計２１

名です。いろいろな立場の人の意見を聞き、関係機関の横

のつながりと保・幼、小、中の生涯にわたる縦のつながり

について話し合えるようなメンバー構成にしています。ま

た、他にも６名の巡回相談員、７名の専門家チームが現場

からの相談等に対応できるようにしています。 

Q：今までどんなことが話されましたか？ Q：話し合いで何か変わりましたか？ 

 平成１７年度当初、「各市町教育委員会で協議会を設

置し、話し合って下さい」と県からお願いし、各市町で

進めたことの成果や課題を報告してもらっています。そ

して、保護者や教育関係者、また、医療や福祉の関係者

が、どのようにしたら地域で一貫した支援ができるか協

議しています。７月の協議会で「顔の見えるシステム」

「保護者同士のつながり」「具体的な個別の教育支援計

画を介した連携」という取組の指針が出されました。 

 各市町で支援の必要な子の相談体制が整ってきていま

す。また、小学校や中学校で特別支援教育コーディネー

ターを指名してもらっていますが、その研修会が各地の実

情に応じて行われてきており、回を重ねるごとにいい実践

の報告が聞かれるようになってきています 

 これからは、各地の取組の様子や、話し合われた情報を

広く発信し、次の行動（アクション）につながるようにし

たいと考えています。 

 今回の話合いでは、各市町での取組の報告が行わ

れ、４回目になるこの会合で、それぞれの市町が一歩

ずつ取り組んだことが確実に成果に表れていました。 

 また、協議では、前回まとめられた「顔の見えるシ

ステム」「保護者同士のつながり」「具体的な個別の

教育支援計画を介した連携」のキーワードを意識しな

がら、「早期の気づきを巡回相談や医療へつなぐこと

の重要性」や「保・幼、小、中からさらに高等学校へ

つなぐ大切さ」また、「支援を必要とする子の学級担

任が見通しの持てる研修や校内体制の在り方」など各

委員から具体的な意見が出ました。また、保護者から

は「学校までの支援を卒業後の地域や就労への支援に

つなげることが重要ではないか」という意見も出さ

 「顔の見えるシステム」「保護者同士のつながり」「具体的な個別の教育支援計画を介した連携」 

 第２回広域特別支援連携協議会が開かれました 
                                   平成１９年２月２２日（木）出雲合同庁舎６０２会議室 

れ、今後の話合いの焦点の一つになると思われました。 

 会長が最後に「『広域』には横に広がる空間の広さも

あるが、縦につながる『時間の広域』もある」とまとめ

られました。今後も子どもの明るい未来をめざし、「広

域」につながるため

の知恵を出し合い、

情報発信したいと思

います。今回は、協

議会で出た意見の要

旨 を ま と め て い ま

す。参考にしていた

だき、御意見、情報

をお寄せください。 

 県でやっていた発達クリニックが市町へ移ったの

で直接保護者と話す機会が減ってきた。県として発

達クリニックの研修会を行っている。雲南市での発

表にあったように、今、発達障害に気付くという意味

では、行政で３歳児検診でなくもう少し高い年齢で

実施し、集団をみる保育所、幼稚園の方に、この子は

ちょっと違うぞという気づきを持ってもらえるとあ

りがたいし、それを各市町の発達クリニックにつな

げていただけるといいと思う。２月に研修会も企画

している。今日各教育委員会の取組を聞いて感じた

のだが、うちの役割は早期発見を教育に 

つなげ、他の機関と連携を大切にしていく 

ことだと実感した。 

 中学生、高校生、成人の方にはソーシャルスキル

トレーニングを重ね、トラブルが起きた時などに

関わりやすくなるという方が多い。これは小さい

方でも成人でも有効。学校にいる間や成人でも元

気で毎日出てこられている方は相談機関が関われ

るのでいい。しかし、成人の方でも特に親御さんと

離れている方は、健康の確認さえ難しくなってし

まう。そういう方と接する方法は課題が大きい。知

的に伸びなかった方や精神疾患が二次的に出てい

る方は生活を考えると手帳や年金が必要になるが

そういう相談も含め、関係機関が卒業後もどこか

でコミュニケーションをとっていくことが大事で

あり、生涯にわたる支援の必要性を感じる。 

  我々の子どもが小さい頃はこのような支援のシス

テムが十分ではなく、今は良くなってきたなと思う。

我が子も高校入学時、以前お世話になっていた小学

校の通級の先生から我が子の支援の必要性を高校へ

説明してもらった。「伝えないでほしい」と言われる

保護者もあるかもしれないが、担任だけでなく他の

教科で関わる中学校、高校の全ての先生に伝えなけ

れば我が子のことを理解してもらえないと思えるよ

うになった。せっかく学校に行き続けることができ

るのだから…。先生方に理解してもらうことがス

タートだと感じる。今思うのは、学校にいる間は守っ

ていただける。そこから先を思うと不安がよぎる。 

縦のつながりを大切にしていただける学校であっ 

てほしい。地域の方にも子どもを理解してもらい、 

温かいまなざしを向けてほしいと思う。 

 発達障害のある子は外からは分かりにくい分

ある意味大変だなと感じる。生涯にわたる一貫し

た連携が必要。我々が子どもを保育所に入れた頃

は親の負担が大きくて、願いはなかなか届かず、

保育所の先生はついてくださるが、障害のことは

何も知らないという状況だった。話合いを重ね連

携がとれてくると先が見えてきた。「今の時代は

いい」という思いと一方、「学校時代はいい」と

いう思いがある。これから学校を出たあとも連携

をもってやっていただきたい。毎年特振会に参加

させてもらっている。特殊学級の先生や通常学級

の先生にも出にくいだろうが参加してほしい。い

ろいろな所で公民館活動が行われるが、障害のあ

る人も地域の公民館活動で理解してもらって、一

緒に関わらせてもらいたい。将来も地域の中で活

発に活動できたらいい。 

  発達障害のいる割合について話があったが、アメ

リカではLDということで１０％と言われている。自

閉症１５０人に１人ということが言われていて、日

本ではまだ理解されていない部分もあるのかなとい

うふうに思うし、小さい頃は見過ごされて、大学でみ

つかるということもある。こういう子の就労は課題

だが、脳科学の研究の立場から言えば早ければ早い

ほど脳の可塑性という意味で何とでもなる部分があ

る。要するに、３歳から１２歳までのうんと発達する

部分を、早期発見してその人にあった教育支援計画

を立ててあげられれば大きく変わってくると思われ

る。「育て方」といわれたのはそのことだろうと思う。

まとめてみれば早期発見が大事だと思う。 

 いろいろな意見が聞けて良かった。通常学級の

先生方も前向きにがんばっておられる。悩みも多

いが、相談や受診の後、保護者が子どものいいとこ

ろををほめるようになったことで、子どもが変わ

り、先生方が変わってこられる様子を見ている。前

向きな教育的井戸端会議で情報交換することが大

事。「この方向でやっていこう」という思いになる

ことが「顔の見える関係」の原点ではないか。医療

側としても家族、先生方の気持ちを調整する形で

対応したいので遠慮なく使っていただきたい。保

護者の代表が話して下さったが、親御さんが先生

に話されるのは、子どもにいい教育が受けさせた

いからという学校教育への期待と受け止めたい。 

     守ってもらえる学校の間は、 

   先生方に理解してもらうことをスタートに 
    公民館活動の中で理解を求め、 

 一緒に暮らしていく地域の拠点にできないか 保護者 
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  が関係を持ち、支援を継続する必要がある 福  祉 
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＜出雲市＞「わくわく相談会」をはじめとして学校を 

     支援する体制が整備されてきた 

 「わくわく相談会」（巡回相談）で４名の特別支援教育の指導員が

幼、小、中をまわっている。通常学級を対象に行い、子どもの困り感

に寄り添う支援の在り方を１１校３０人について話し合った。それ

ぞれの子が大きな困り感を持っており、チームでの支援を心がけた。

保護者への広報も大事にしたい。また、市として今年度学習支援を含

めた特別支援教育ヘルパー、学校生活全般の支援にあたる特別支援

補助ヘルパーを計３２名。幼稚園にも幼稚園ヘルパーを配置した。来

年度は就学前の子の支援にも重点を置き、幼稚園の通級指導教室へ

のヘルパー派遣を検討。就学指導委員会の幼児版、就園指導委員会

（仮称）の必要性も感じる。今年度、第三中学校へ通級指導教室がで

き、保・幼、小、中への連携体制に生かしたい。これらの取組で子ど

もの自尊感情や自己肯定感が育っている。今後は保・幼、小、中の緊

密な連携で分断しないような取組にしたい。教員集団が研修により

専門性を高め、協働して取組み、理解教育を推進することも大切。 

＜雲南市＞幼児、小・中対象の各研修と継続的な巡回  

     相談を進め、昨年より一歩前進 

 幼児担当を対象に「幼児期における障害の気づき」というテーマ

で、小・中学校の特別支援教育コーディネーターを対象に「中学校に

おける特別支援教育」というテーマで研修を行った。これらの研修

は、相談支援チームとして通級指導教室担当、保健師が集まって情報

交換会を行い、今現場で必要な研修は何か考えて決めた。また、３歳

児検診や幼児の相談をどう発達クリニックにつなげ、保・幼、小、中

までつなげるかが課題だったが、今年は、幼稚園、保育所に継続的に

巡回相談を行い、関係機関につなぐことができ、一歩前進した。子ど

もの実態を把握でき、先生方の対応の仕方も変わってきた。これから

は、年間をとおした小、中、そして就学前の幼児に相談に出かけられ

るシステムづくりが必要。また、そのためにも幼稚園にコーディネー

ターを置くことが必要ではないか。それから相談支援チームの体制

の充実が必要と思われる。また、特別支援教育の情報発信が大事と思

い、メール等で発信した。 

 奥出雲町では今年度、幼稚園から奥出

雲町教委を通じて申請し、１月に広域の巡

回相談を行い、事例検討会を実施した。支

援の必要な幼児について幼稚園、小学校関

係者が集まり収穫が多かった。また、仁多

郡教育研究会特別支援教育部において教

育センターから講師を招き、『個別の教育

支援計画』についての研修会が行われた。

来年度に向けては、個別の教育支援計画策

定に当たっての体制づくりを検討したい。

また、今年度予定されていた特別支援教育

連携協議会の設置ができなかったので、来

年度当初に設置したい。 

＜奥出雲町＞巡回相談を幼稚園で実施  

 連携協議会は来年度当初に設置予定 

 町内の保育所と小中学校連絡会の設置を１０月に行った。飯南町

ではほとんどの子が保育所から高校まで同じ地域で教育を受けて

きており、小中高については連携を図ってきたがそこに保育所との

連携も加えて設置した。保育所から小学校、小学校から中学校への

支援が切れないように、また、早期から観察と相互の連携により子

どもたちにとってより良い支援がうけられるような体制整備がで

きてきた。今後、互いの現場へ訪問を行ったりしたい。また、飯南

町特別支援連携協議会を３月中旬に正式に立ち上げる予定。これに

より研修会を開催し、ケースにも迅速に対応したい。今後、具体的

な活動を計画し、各方面から相談を受け入れたい。広域巡回相談員

による巡回相談を町内小学校１校で実施していただいた。町で専門

的な知識をもった人が少ないので外部から保護者の相談にも対応

してもらえ、ありがたい。今後「特別支援教育に関する専門的知識

と指導力」と「組織の中で調整役として機能する資質や能力」を育

てるための取組が必要と考える。 

＜飯南町＞保育所と小中の連絡会で支援をつなぐ体制   

      ３月に連携協議会立ち上げ 

  ＜斐川町＞教育委員会が保護者と 

「顔の見える関係」で「滑らかな就学支援」を 

 斐川町では連携協議会を７月に設置。就

学前の取組として、保健師、通級指導教室担

当、教育委員会が会し、滑らかな就学支援に

つながるよう就学予定の特別な支援が必要

な幼児及び３．４歳児の情報交換を実施し

ている。また、保護者が参加する「特殊学級、

特殊教育諸学校の見学会」を「おもちゃの

家」が継続企画し、就学担当者も参加してい

る。いきなり就学前の顔合わせでなく、事前

に「顔の見える関係」をつくっておくことが

大切と感じる。保・幼から小への連携はス

ムーズだが、小から中の連携に課題。西中に

設置された通級指導教室を生かし、保・幼、

小、中の一貫した支援につなげたい。中学校

の通級は町外からの利用も含め、今後一層

活用が図られるようにしたい。来年度の特

別支援教育コーディネーター研修が来年悉

皆なら、町としては中学校区での小中の連

携を含めた情報交換を行いたい。 

   通常の学級担任の悩みを受け止めるような 

             研修を進めていくことが必要 

 今、苦しんでいるのは通常の学級で支援を必要とし

ている子。その担任の力をどう高めるか、悩みをどう

解決していくか。それには、本人、保護者、地域に対

する理解教育と通常の学級担任が直接研修ができる

機会が必要。また、特殊学級側からでなく、通常の学

級側からの情報発信も大事。人権問題が関わり、保護

者が触れてくれるなと言われる場合もあり、障害に理

解を得るのは難しい。すでに通常の学級でいい実践を

行っている教員がいるので、出雲市内の各ブロックそ

れぞれで実践家を呼んで研修を始めている。特殊教育

の研修に比べ、通常の学級にいる子については、改善

できる部分と社会との関係で改善しにくい部分があ

るが、担任のうまくいかない不安定な思いを共感的に

理解しながら進めていく研修が必要である。 

  私の勤務する雲南市の小学校では特別な支援の

必要な児童に対する対応の仕方をみんなで学び、

情報を共有してきた。そうすることで、ある学級の

実践が他の学級にも応用できることがある。子ど

もの見方についても研修し、良くなってきたこと

を積み上げてきた。専門医にも何度か話をしてい

ただき、いろいろな所に相談できるようになった。

一歩一歩必要感を感じなが

ら進んでいるところである。

相談については雲南市の相

談員に働きかけている。今

後、雲南市の支援チーム専属

ですぐに動いてもらえる方

がいるとありがたい。 

  実践の共有化と相談利用で学校が変わる  
      専属で動ける支援チームが必要 

  「子ども」に学ぶ姿勢を大事に実践  

親の「育て方」に踏み込まざるを得ない場合も 

 本校の生徒は生徒指導上の問題も絡み、日々の

苦労が大きい。ただ、『子どもが先生、生きた教科

書』、教員が生徒から学ぶ姿勢が大事。私も特殊教

育の免許はあるが、発達障害に関しては白紙から

のスタートで実践から学ぶことばかりだった。授

業を継続する中で、以前の『ボケ！ハゲ！』という

言葉が、『おい、○○！』に、去年の夏から『○○

さん』『○○先生』と変わり、気持ちも落ち着いた。

学級担任の心労を心配する。時には指導の疲れが

一度に出る教員もある。崩壊した家庭の場合は教

員の指導にも限界がある。持って生まれた『素質』

もあるが、『育て方』もあると思う。時には家庭教

育に踏み込んでいかざるを得ないし、行政側の関

わり方も大切。前回苦言を呈したが、最近、町内の

保・幼、小、中の風通しがよくなってきた。 

 ＜幼稚園＞コーディネーターは「担任のつぶやき」  

        を支援や相談につなぐことが大事 

 本園は大規模、６クラス１８０人。気になる子は

増えている。コーディネーターとして研修とリー

ダーシップの大切さを感じる。専門医の協力も得な

がら資質向上を目指した。コーディネーターの大き

な役割は「担任が悲鳴を上げる前のつぶやきを大切

にする」こと。毎朝１５分の朝礼時、各クラスから「つ

ぶやき」に近い小さな心配事も遠慮なく話してもら

う。そこで大切と思われることをとりあげ保護者面談

などにつなげた。園内委員会は月１回全員で行い、通

級や専門医の指導を受けたらすぐに共通理解してい

る。さらに個別の指導計画、教育支援計画を作成し、

活用することで職員の資質も向上し、子どもを見る目

が変わってきた。悲鳴になる前の「つぶやきを共有す

る」ことで、いい方向に向かっている。 

 保育所が児童館と兼ねているので、情報発信しな

がら教育機関とつないでいる。「うちの子はサポー

トをつけるような子でない」と理解が得られなかっ

た保護者に、３歳児検診から医療、学校へと地道に

ねばり強くつなげていったことでやっと理解が得

られ、サポート体制が組めるようになった。「個人

情報の保護」も大切だが、子どもの発達を支援する

ためには、保護者の了解を得て、情報を共有するこ

とが大事。「顔の見えるシステム」を進め「滑らか

な接続」につなげたい。特に医療と教育機関のとこ

ろで小さい時に情報発信をしていきたい。現在、「保

育所」や「在宅」の子への子育て支援を積極的に展

開している。そんな場に医療関係の専門家がおら

れると保護者が真剣に話を聞いてもらえるのであ

りがたい。 

＜保育所＞在宅、保育所の子育て支援策が重要  

   情報発信しながら教育機関へつなぐ 

  各市町関係機関の連携で 

横にひろがるネットワーク 
保・幼、小、中の連携で 

縦につながるネットワーク 

幼 児 

小 学 校 

中学校 

教育委員会報告後、次の質疑や協議が行われました。  
①斐川町の「いちごの会」や奥出雲町の「三成児童館」 

 など各地の療育活動が果たすネットワークについて 

②教員免許の有無を考慮し、支援内容や方法に合わせ 

 て派遣している出雲市のヘルパー制度について 

③今後利用増が予想される中学校通級指導教室について 

 出雲養護学校では、特別支援教育コーディ

ネーター３名が直接幼児や小、中学生の教育相

談に出かけ、センター的機能を果たしている。

また、中学校の特別支援教育コーディネーター

研修を１２月に実施し、小、中、高等学校、養

護学校の連携等について情報交換を行った。 

出雲養護学校の果たすセンター的機能 養護学校 


